
第４節 すべての主体が積極的に参加し行動する社会の実現(参加) 

 

１ 環境配慮のための仕組みづくり 

（１）主な目標と現状 

【主な目標】   

環境に配慮したライフスタイルや事業活動を

活発化させることを目指し、環境パートナーシッ

プの構築や環境に配慮した経済社会への変革に

取組みます。 

【計画策定時の状況】 

府民、事業者、民間団体や市町村からなる「豊

かな環境づくり大阪府民会議」を運営するととも

に、毎年、大阪府民のローカルアジェンダである

「豊かな環境づくり大阪行動計画」を策定しパー

トナーシップによる各主体の積極的な取組みを促

進しました。 

また、教員向けの環境教育の手引きや活動事例

集等の作成・配布を行い学校における環境教育・

環境学習を支援するとともに、環境活動のリーダ

ーを養成するための講習会や「こどもエコクラブ

※９交流会」を開催するなど、地域社会における自

主的な環境学習への支援を行いました。 

  

 

 

 

 

（２）平成１６年度に講じた施策 

 ① パートナーシップによる環境保全活動の促進 

■ 木になる夢銀行推進事業（再生枠） 

子どもたちが集めたドングリを預かり、育てた

苗木を払い戻し、家庭や地域で植栽してもらうほ

か、地域の植樹活動等にも提供するなど、ドング

リ拾いをきっかけとした環境学習の取組みを推進

しました。 

 

 

 

図－45 府民参加によるどんぐりの植付け 

 

 

■ 環境情報プラザ管理運営事業 

府環境情報センター内に開設した環境情報プラ

ザを活用して、環境に関する幅広い情報を収集し、

広く府民に提供するとともに、環境 NPO との協

働による環境コーディネーター養成講座「なにわ

環境塾」等を実施するなど、環境 NPO をはじめ

府民や事業者等の自主的な環境学習や環境保全活

動を支援しました。 

また、平成 16 年 5 月には、環境情報プラザに

新しく環境に関する簡単な実験等ができる環境実

験室「いこらぼ」を開設し、約 1000 人の利用が

ありました。 

 

表－46 環境情報プラザ利用状況（平成 16 年度）    

環境情報コーナー 3,270 人

研  修  室 6,670 人

環境実験室「いこらぼ」 977 人

合   計 10,917 人

 

■ 環境情報の発信と交流 

「エコギャラリー（おおさかの環境ホームペー

ジ）」において、環境情報をわかりやすく提供し、

※９ こどもエコクラブ…地域において環境に関する活

動を行う小・中学生のグループの総称。全国の小・

中学生の継続的な環境活動を支援するため、環境省

の委託事業として始まったもの。 
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環境学習教材等のコンテンツを充実させました。 

   平成 16 年 9 月には、環境情報の利用促進を図

るため、河川等の水質データのグラフ表示や検索

ができるシステムを公開しました。 

 

表－47 エコギャラリーアクセス数 

（平成 16 年度） 

 件  数 

エコギャラリー 144,000

環境アセスメント 9,000

地球温暖化 10,000

ヒートアイランド対策 34,000

自動車環境対策 19,000

化学物質対策 4,000

環境教育 5,000

こどもエコクラブ 5,000

環境情報プラザ 10,000

環境技術コーディネート事業 7,000

注）トップページへのアクセス件数 

 

図－48 エコギャラリーのトップページ 

 

 

 

 ② 環境教育・環境学習の推進 

■ 環境教育等推進方針の策定 

環境の保全のための意欲の増進及び環境教育

の推進に関する法律に基づき、大阪府における環

境教育を推進するための方針として、平成１７年

３月に推進体制の整備や人材育成・人材活用など

6 つの柱による環境教育施策を盛り込んだ「大阪

府環境教育等推進方針」を策定しました。 

 

■ 大阪自然環境リサーチプロジェクト（身近

な生きもの調査） 

自然環境学習の一環として、子どもたちが主体

となり、地域のＮＰＯのサポートのもと、校区内

の身近な生きもの調査を展開しました。平成１６

年度には、自然環境の指標となり、身近な生きも

のであるセミのぬけがらを調査し、９７校区、

5,000 人以上の参加者を募り、３１校にＮＰＯの

派遣を行いました。本調査の結果は「おおさかセ

ミの分布地図」として作成・公表し、自然環境学

習教材としても活用しています。 

 

 

■ 農空間における環境学習の推進 

ため池・水路・農地など農空間の魅力を、将

来を担う子どもたちに伝える「水土里（みどり）

のインタープリター」を育成するため、入門講

座や勉強会を実施するとともに、小学生などを

対象にインタープリターによる実践的な環境

学習を実施しました。 

 

図－49 インタープリターによる環境学習 

 

 ③ 調査研究の推進 

■ 新エネルギー開発支援研究事業（新規）  

（再生枠） 

府立試験研究機関を対象に、大学や民間企業と

連携して取組む燃料電池等の新エネルギーに関す

る研究開発プロジェクトを公募し、学識経験者な

どによる外部評価を経て３件のプロジェクトを採

《エコギャラリー ～おおさかの環境 HP～》 

http://www.epcc.pref.osaka.jp 

《おおさかセミの分布地図 HP》 

http://www.pref.osaka.jp/midori/ikimono/semi 

/index.html
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